
宮城県の木材需給とその動向(Ｒ５速報値)

                       出典：農林水産省「木材統計調査」

表１ 素材生産量の推移                                 (単位：千 m3)

年 次 総 数
   内  訳          用  途  別

県内
消費量

県外
移出量 製材 合板 チップ (パルプ)

H24
(445)
435

(419)
409 26 160 165 110 (10)

H25
(479)
470

(451)
442 28 158 208 104 (9)

H26
(539)
530

(521)
512 18 176 243 111 (9)

H27
(548)
537

(526)
515 22 173 242 122 (11)

H28
(597)
586

(555)
544 42 185 235 166 (11)

H29
(590)
578

(572)
560 18 167 285 126 (12)

H30
(626)
614

(585)
573 41 181 283 150 (12)

R１
（621）
610

（587）
576 34 190 273 147 （11）

R２
(590)
576

(549)
535 41 167 256 153 （14）

R３
(640)
627

(554)
541 86 218 292 117 （13）

R４
  (691)

685
  (575)
   569    116     218     302     165 （6）

R５
  (629)

629
  (496)
   496    133     209     229     191 （0）

注 ：( )書きはパルプ用の生産量を加えた値であり、木材需給動態調査(林業振興課調べ) による数量である。

表２ 県内素材の需要量・供給量総括表                               (単位：千 m3)

年次
             需  要  量          供  給  量

総 数
製材用 合板用 チップ用 パルプ用 総 数 国 産 材 外 材

計 自県材 他県材

H24 
(1,078)

1,043 210 701 132 (35)
(1,078)

1,043
(863)
828

(419)
409

(444)
419

(215)
215

H25 
(1,124)

1,094 214 771 109 (30)
(1,124)

1,094
(932)
902

(451)
442

(481)
460

(192)
192

H26 
(1,232)

1,204 227 848 129 (28)
(1,232)

1,204
(1,028)

1,000
(521)
512

(507)
488

(204)
204

H27 
(1,236)

1,206 208 856 143 (29)
(1,236)

1,206
(1,020)

1,090
(526)
515

(594)
575

(116)
116

H28 
(1,303)

1,275 204 x x (28)
(1,303)

1,275
(1,153)

1,125
(572)
544

(610)
582

(150)
150

H29 
(1,323)

1,295 209 x x (28)
(1,323)

1,295
(1,192)

1,164
(572)
560

(620)
604

(131)
131

H30 
(1376)
1,349 x 997 x (27)

(1376)
1,349

(1,256)
1,229

(585)
573

(671)
656

(120)
120

R1 
(1,367)

1,342 210 969 163 (25)
(1,367)

1,342
(1,230)

1,219
(587)
576

(658)
643

(123)
123

R2 
(1,228)

1,198 x x x (30)
(1,228)

1,198
(1228)
1,102

(549)
535

(583)
567

(96)
96

R3 
(1,241)

1,214 196 885 133 (27)
(1,241)

1,214
(1,138)

1,111
(554)
541

(584)
570

(103)
103

R4 
(1,421)

1,405 200 1,048 157 (16)
(1,421)

1,405
(1,280)

1,264
(575)
569

(705)
695

(141)
141

R5

(1,097)
1,096
[78]

170
[85]

759
[72]

167
[106]

(1)
[6]

(1,097)
1,096
[78]

(1,030)
1,029
[81]

(496)
496
[87]

(534)
533
[77]

(67)
67

[48]
注１：( )書きは、パルプ用の需要・供給量を加えた値であり、木材需給動態調査(林業振興課調べ)による数量である。

注２：Ｒ５下段［ ］は、対前年比(％)である。

注３：ｘは非公表データを示す。

参考：ここで扱う木材の需給量とは、原木の形で県内の製材工場(製材用)、合板工場(合板用)、チップ工場(チップ用)、

パルプ・製紙工場(パルプ用)の各部分に原材料として入荷した木材の量のことをいう。したがって、県外や海外から原木以

外の形で本県に搬入され、利用されている木材加工品(チップ、合板、製材品など)は木材の需給には含めていない。また、  

原木であっても薪炭材及びきのこ栽培用原木は当動向報告には含まれない。
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注：パルプ用，その他用については，平成12年までは木材需給報告書による数量，平成13年以降については木材需給動態調査（林業振興課調べ）による。
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注：パルプ用需要量を含む（平成１２年までは木材需給報告書，平成１３年以降は木材需給動態調査（林業振興課調べ）による）
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